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北海道教育委員会教育長 様

北海道穂別高等学校学校長 印

次のとおり令和５年度の学校評価について報告します。

１ 本年度の重点目標

一人一人を大切にし、愛情と創意に満ちた教育活動で、社会人としての基礎基本を身につけさせる
(1) 学ぶ喜びを体感させ、自信と意欲を育み、基礎学力の定着と向上を図る
(2) 社会に通用する価値観を醸成し、正しい判断力と基本的生活習慣の定着を図る
(3) 自他の生命や人格を尊重し、互いに思いやり、健全に生きる態度の育成を図る
(4) 発達段階に応じたきめ細かな指導で、自己実現を目指す態度の育成を図る
(5) 教育相談等を通じた生徒理解に努め、個々の生徒に応じた的確な指導と支援を図る

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

・学校評価アンケートや生徒による事業評価を活用 ・地域とのつながりを持つ場面の多く、高校生が活

学校経営 し、本校の現状・課題を把握した上で組織的な対応を 躍している姿が見られることは、町民としもうれし

行うことができた。 い限りである。

・働き方改革を先導するコアチームにより、職場の現 ・先生方が生徒ひとりひとりと真剣に向き合ってく

状を見直した。 れている。

改善方策 ・本校のあり方や校務の進め方に関して、職員間の共通理解を高める。

・産みの苦しみはあったとしても、無駄を省くために新たなスタイルを構築していく。

・働き方改革の観点から、業務の効率化・スリム化をできるところから行う。

・遠隔授業の継続導入による習熟度別授業実施が効果 ・統合的な探究の時間の発表内容が、年々向上して

学習指導 的であった。 いる。

・３観点評価への取組とPDCAサイクルによる授業改善 ・普段の学習の様子が見えにくいので、町民が自由

に取り組んだ。 に参観できるような時間があっても良いのでは考え

・Chromebook（タブレット）を全授業で効果的に活用 る。

・総合的な探究の時間では、3年間で穂別地区を考え

る学習を推進。10月には発表会を実施できた。

改善方策 ・遠隔授業による習熟度授業を第1学年への拡大をい、生徒のニーズに応える。

・ICT機器の活用をさらに進め、自ら学習の内容を選択できる学習体制を作る

・「総合的な探究の時間」と各教科学習の連携を進め、地域学習をさらに推進する。

・少人数である利点を生かし、個別に実際的な就職指 ・進路指導については、少人数であることを利点と

進路指導 導を実施しミスマッチを防ぐ指導を実施できた。また、 し十分に結果を出している。

夏期休業中に、１・２年上級学校見学会を実施。進路 ・地域の産業にも触れるキャリア教育を実施してい

意識高揚につながった。 る。さらに充実させてほしい。そのための協力は惜

・全職員による面接指導の実施。地域の社会人の講話 しまない。

を行い、生徒のキャリア意識の向上を目指した。

改善方策 ・系統的な進路指導を心掛け、生徒が早期から進路意識を持てるように促す。

・生徒の適切な職業観育成のため２学年で企業見学を実施。

・振興会の助成を活用し、進学模擬試験や検定試験の受験を促し、進路への道筋を明確にする。

・進路のしおりを完全リニューアルし、すべての学年で利用できるように工夫。

公表方法 ホームページ上で公表、ＰＴＡ総会での公表および保護者への配付

３ 添付資料
（１）学校関係者評価
（２）教職員自己評価
（３）保護者アンケート
※評価は４段階評価としている


